
Mother Lake　

　Father Forest
水源の森で実施していること

　⑴健全な森林を守る植栽と保育
　⑵成長した木の伐採と活用
　⑶森林の副産物の販売活用
　⑷森林空間の利用促進
　⑸豊かな森林をつなぐための
　　普及啓発活動

滋賀県 多賀町 高取山エリア

びわ湖源流の森とびわ湖源流の森と
豊かな水資源を未来に豊かな水資源を未来に
つなぐための企業支援つなぐための企業支援

「治山治水」を軸に森の生きる力を支える

お問い合わせ
大滝山林組合・一般社団法人kikito
滋賀県多賀町富之尾1586-4（大滝山林組合）
TEL：0749-49-0029　(田中)　
MAIL：otakisanrin-tanaka@yahoo.co.jp



多賀町、保有する森林
大滝山林組合は、約2400haの広大な森林を
管理。その内、直営林は820haで約90％が人
工林です。主に、杉・檜で構成。幕藩時代
は彦根藩の領地であり、山林は藩によって
治水の山として賢く利用されてきました。

①植栽・保育作業のフィールド提供と指導
②森林環境学習の実施（宿泊型も可）
③林産物の栽培・加工の体験
　　（椎茸、木炭、製材ほか）

高 取 山
ふ れ あ い 公 園

課題・困っていること
１９８０年代以降の材価の低迷や木材の利
用の変革など様々な事由で森は放置されて
きました。「植える・育てる・伐る・売
る」の木材生産業では、材価だけでは採算
が取れません。また、基本的に山では木を
植えてから伐採するまでの５０～８０年間
は、保育に対する投資が必要になります。
これでは山林としての公的機能は果たせて
も、所有者にとっては何十年間も投資する
だけのフィールドでしかなく、ハイリス
ク・ローリターンとなります。山林の所有
者と管理者、社会が共に森林の持つ多面的
能を維持する為、現状や課題の理解と関り
や繋がりが必要であり、そして多方面から
の支援が必要となります。

滋賀県多賀町高取山エリアには、名神高速の彦
根ICから約25分、湖東三山SICから約15分、また
は八日市ICから約35分。エリア内には、大滝山
林組合が管理運営している、高取山ふれあい公
園（約86haの山を丸ごと公園にした緑豊かなキ
ャンプ場）があり、大型宿泊施設やキャンプ
場、雑木林・杉林・湿原があり、そこに生息す
る多様な動植物に身近にふれあうことができ、
様々な体験型環境学習等に活用いただけます。

≪ご提供サービス一例≫

子ども向け環境学習風景

親子で植栽活動

自然を
「学ぶ」「遊ぶ」「感じる」

高取山ふれあい公園　☎0749-49-0635

企業の森づくり活動風景

イベント風景

④木工クラフトやDIY体験
⑤森林を活用したチームビルディング
⑥里山保育フィールド活用
⑦その他、ご相談に応じます！


